
★サービスコンピューティング研究会（SC）
専門委員長 菊地伸治 副委員長 山登庸次・木村功作
幹事 中村匡秀・細野 繁 幹事補佐 手塚 伸・中口孝雄

日時 3 月 11 日（金） 8：50～17：55
会場 オンライン開催
議題 「DXとサービスコンピューティング」及び一般
11 日午前 DX化への試みとアプリケーション（I）（9：00～10：25）
1．厚生労働省オープンデータの活用方式─投薬データの SQL データベース化─ ○須永 宏・井口利佳（阪工大）
2．E-ラーニングによる DX 化支援方式─Web アプリケーション構築のための CSS 学習支援システム─

○久保田陸斗・須永 宏・平山 亮（阪工大）
3．IoT データ活用に向けた生産現場事象アノテーション機能提案 ○フー シージェン・受田賢知（日立）
DX化への試みとアプリケーション（II）（10：25～11：40）
4．E-ラーニングによる DX 化支援方式─オートマトン学習アプリケーション─ ○中野 匠・須永 宏（阪工大）
5．学生のプレゼンス情報を一元管理する DX システムの提案

○干川尚人・高屋朋彰（小山高専）・西川雄三・南 剛史（MOOBON）
6．スマートフォンを用いた建設機械の性能自動測定技術の検討 ○松本渚紗・柿田将幸（日立）
11 日午後 招待講演（13：00～14：10）
7．信頼される AI 福島俊一（JST）
サービス基盤開発とそのポリシー（14：10～16：05）
8．環境適応ソフトウェアにおけるアプリケーション最適配置 山登庸次（NTT）
9．マネージド型ブロックチェーン基盤サービスにおけるセキュリティリスク低減機能の検討 永井崇之（日立）
10．異種 IoT のプラットフォームへの配備を容易化するサービスフレームワークの研究開発

○中橋友郎・陳 思楠・中村匡秀（神戸大）
11．Policy as Code によるリソースの依存関係を考慮した設定評価に関する検討 ○岡田雅江・相樂恭宏（日立）
エージェント，AI，推論，知識応用（16：05～17：55）
12．韻律と発話内容に基づく非言語的な共感応答を用いた傾聴システムの実現

○徳田裕紀（神戸大）・佐伯幸郎（高知工科大）・中村匡秀（神戸大）
13．トークンエコノミー実現に向けたユーザロイヤルティに基づくトークンモデル推定方式の提案

渡邊健太郎（日立）
14．ソフトウェアアップサイクルにおける素材発見容易化のための知識ベースの検討

○中田匠哉・陳 思楠・中村匡秀（神戸大）
15．高齢者自助支援のための音声対話エージェントを用いたマルチモーダルダイアリーサービスの提案

○陳 思楠・大薗隼人・中村匡秀（神戸大）
◎コロナ禍の第六波の状況を鑑みオンラインに変更します．以下から登録をお願いします．

https://eventin.space/e/4YzwXeJnGZSKw5DQJn36/register


